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委 員 会 会 議 録 
（社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 平成２１年度（第９回）人材開発委員会 

開催日時 平成２２年１月２９日（金） １７：００～１８：３０ 

開催場所 クサツエストピアホテル ３Ｆ「彩雲の間」 

出 席 者 委員１３名、担当常任参与、事務局２名、ＤＶＤ制作会社２名 

 
協   議   内   容 

 

定刻１７時より開会。開会にあたり辻常任参与から挨拶があった後、続いて西川委員長が議

事進行を行い会議に入った。 

 
（１）人材確保対策広報・ＰＲ活動資料の作成について 
 
   前回委員会の意見を受け修正された人材確保に係るＤＶＤの内容確認を行った。 

続いて、西川委員長から意見を求められたところ再度変更の提案があり、以下のとおり

修正することとなった。 
 
   ・ 出だしの違う２案があったが、トラックが最初に映る方を採用する。 

・  左肩の「急ハンドルテスト」のテロップを消す。 
・  インタビューの「トラックの魅力は何ですか？」を「トラックドライバーの魅力は

何ですか？」に変更する。 
・  インタビューの「トラックドライバーになった感想は？」を「トラックドライバー

になって今思うことは？」に変更する。 
・  最後の「制作：社団法人滋賀県トラック協会」について、協会マークを入れ、社団

法人滋賀県トラック協会の文字の下に人材開発委員会を挿入する。 
 
   続いて、ＤＶＤパッケージの案について３案示され、検討されたところ第１案とするこ

ととなった。 
   また、修正箇所について検討されたところ、パッケージ表面のトラックのナンバープレ

ートについて番号を「トラックの日」の１０９とする。又パッケージ裏面の社団法人滋賀

県トラック協会の下に「人材開発委員会」の文字を入れることとなった。 
 
   携帯端末の利用について事務局から説明があり、ＱＲコードをこのＤＶＤの裏面、協会

ＨＰ、おうみ路、新聞広報等に入れることとなった。 
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（２）人材育成対策研修会（キャリアアップコース）について 
 

事務局から現在の参加申込みが資料２により３３名であることを報告、又当日は会場が

４Ｆ大ホールしか空いていないため、最低でも６０名の参加が必要であることから各支部

で参加ＰＲをして欲しいと要請した。 
その他、再度２月の「おしらせ」に案内を掲載するが、「おしらせ」発送後、全会員に対

し再度ＦＡＸにて案内を送る予定であることを報告した。 
 
（３）平成２２年度事業計画（案）策定について 

 
事務局から先に平成２１年度事業の執行状況について資料３に基づき説明し、続いて平

成２２年度事業計画（案）について資料により説明した。 
なお、平成２２年度の交付金の額は、昨年の衆議院選挙の前に県から大凡３割減の話が

あり、更なる税収の落込みなどにより、どれだけの減額になるか不明であるが、交付金の

大凡の金額がわかるまでまだ時間がかかるため、取り敢えず交付金事業では３割減で予算

組をしたことを説明した。 
 
・ ドライバー研修会は２１年度の８５％の予算であるが、一番の人気のある、又一番

要望の高い研修会であるので、他の事業を削ってでも減額なしにして欲しい。 
 
・  パソコン研修会は講師をお願いしているポリテクカレッジ滋賀から２２年度は実施

出来ないと言ってきたのであれば、事務局案である受講者に対し助成金を出すのも良

いが、受講者数があまりないのであればこの際廃止しても良い。 
 
・  次回委員会で事業の仕分作業を行ってはどうか。 
 

   ・・・等の意見が出、検討されたところ人材確保対策の事業予算を減額してでもドライ

バー研修会の回数・予算を維持することとなり、その他については引続き次回委員会で検

討していくこととなった。 
 
その他、次の意見があった。 
 
・  管理者研修会では、労働災害や労働争議の内容で行ってはどうか。 
・  労働時間問題等労務管理の内容で研修を行ってはどうか。 
 
 
 
■次回委員会 

日 時  平成２２年２月２４日（水）１０時～１２時３０分頃 
場 所  滋賀県トラック総合会館 




